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ゲノム編集技術とは、ヒトや動植物など生物が持つゲノム（全遺伝

情報）を編集し、病気の治療や動植物の品種改良を行なう技術のこ

とです。近年、ゲノム編集技術の飛躍的進歩が、医療や農業など幅

広い分野に大きな変革をもたらしつつあります。

ゲノム（genome）とは、遺伝子（gene）と染色体（chromosome）を

合わせた造語で、DNA（デオキシリボ核酸）に含まれる遺伝情報全

体を指します。遺伝情報は、生物の身体の設計図のような役割を

持っており、アデニン、チミン、グアニン、シトシンという4種類の物質

（塩基）で構成されています。ゲノム編集は、この塩基の並び方（配

列）を置き変えたり、一部を削除したり、別の塩基配列を挿入したり

することで、病気を引き起こす原因物質を取り除いたり、本来持た

ない性質を動植物に与えたりすることができます。

遺伝子を改変する技術としては、1970年代に発達した遺伝子組

換え技術があります。これは、ある生物から目的とする性質を持つ

遺伝子を取り出し、別の生物に組み込むことにより新しい性質を与

える技術です。この技術により、伝統的な品種改良では実現困難な

農作物などの品種改良が可能になったほか、医薬品の開発などへ
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CAR-T（カーティ）療法とは、私たちの体内にある免疫細胞である

「T細胞」に、遺伝子組換え技術などを使って「CAR（キメラ抗原受容

体）」を加えることで、ガンへの攻撃能力を高める治療法のことです。

従来の治療法では治療が難しい白血病患者の多くで効果があった

ことなどから、高い注目を集めています。現在、実用化の動きが進

んでおり、2017年にはスイス大手製薬会社が、米国で新薬の製造

販売の承認を世界で初めて得ました。

CAR-T療法は、高い治療効果を持つ反面、患者自身のT細胞を使

用するオーダーメイド型の治療法であることなどから、手間がかかり、

治療費が高額になることが課題となっています。こうした課題の解決

策として、他人のT細胞から作ったCAR-T細胞に、患者の細胞を異

物として攻撃しないように、ゲノム編集技術を使って遺伝子を改変す

る「ユニバーサルCAR-T細胞」の開発などが進んでいます。このほ

か、T細胞によるガンへの攻撃にブレーキをかける物質を作る遺伝

子を削除し、攻撃能力を高めたCAR-T細胞や、白血病だけでなく多

様なガン細胞に対して効果のあるCAR-T細胞など、ゲノム編集技術

を応用した様々な研究が進んでおり、今後の成果が期待されます。

も応用されました。一方、遺伝子組換え技術は、成功確率が極めて

低く、応用可能な動植物が限られる汎用性の低さ、外来の遺伝子

を使うことに対する安全性への懸念、といった問題がありました。

こうした中、外来の遺伝子を使わずに遺伝子を編集することがで

きるゲノム編集技術として、「ZFN（ズィーエフエヌ）」や「TALEN（タ

レン）」、そして2012年に第3世代となる「CRISPR/Cas9（クリスパー

/キャスナイン）」が登場しました。この中でも、CRISPR/Cas9は、遺

伝子組換え技術や他のゲノム編集技術と比べて、安価な編集コス

トや高い編集精度、技術習得が容易で汎用性も高い点などから、

ノーベル賞受賞が有力視されるほどの画期的な技術として、高い注

目を集めています。

CRISPR/Cas9の登場により、ゲノム編集の効率が飛躍的に向上

したことで、医療・農業などの分野でゲノム編集技術を活用した

様々な研究が進められています。例えば、パーキンソン病など遺伝

性疾患の治療などに加え、温暖化や世界的な人口の増加などによ

り懸念される食糧問題の対策として、収穫量が多く、病気や害虫に

強い農作物などの開発・実用化が期待されています。

ゲノム編集は、生命倫理や安全性の検証などの課題があ

るものの、医療や農業などの分野で大きな成果が期待さ

れ、今後の動向に注目が集まります。
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